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このたびは、FreeFlow Variable Information Suite をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

FreeFlow Variable Information（以降「VI」と記述します） Suite は、従来対応しているプリンターに加え、

次に示す FreeFlow Print Server 7.0、および 8.0 対応のプリンターのシステムソフトウエアに、フォーム

やイメージなどの固定データとデータベースからの出力などの可変（バリアブル）データを、様々な形式で

プリントするアプリケーションのための実行環境を提供するソフトウエアです。

・4127 Enterprise Printing System（FreeFlow Print Server 7.0 SP3）

・Color 1000 Press（FreeFlow Print Server 8.0 SP-1）

・Color 800 Press（FreeFlow Print Server 8.0 SP-1）

本書は、FreeFlow Print Server 7.0、および 8.0 対応のプリンターに対する VI Interpreter のインストー

ル方法や、VIPP コマンドの仕様の差分情報を記載しています。製品の性能を十分に発揮させ、有効にご利用

いただくために、次のマニュアルと併せて、本書をご活用ください。

・FreeFlow VI Suite インストールガイド

・FreeFlow VI Suite 補足説明書

・FreeFlow VIPP Language リファレンスガイド

また、他の FreeFlow VI Suite 機能のマニュアルについては、同梱の『VI Suite パッケージ説明書』を読ん

で、該当のマニュアルを参照してください。

なお、本書は、プリンターの操作に関する基本的な知識を習得されていることを前提に説明しています。

富士ゼロックス株式会社

FreeFlow VI Suite
インストール補足説明書（FreeFlow Print Server対応）ëÊ0èÕ
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本書の使い方

VI Suite を使用する前にお読みください。

■本書の構成

本書の構成は、次のとおりです。

1　VI Interpreter のインストール

FreeFlow Print Server への VI Interpreter のインストール方法について説明していま

す。

2　Color 1000 Press、Color 800 Press

VI Suite 関連アプリケーションを使用するうえでの、プリンター固有の制限情報を記載

しています。

3　4127 Enterprise Printing System

VI Suite 関連アプリケーションを使用するうえでの、プリンター固有の制限情報を記載

しています。

■本書の表記

本書では、以下の記号を用いて表現しています。

< > キー キーボードのキーを表します。

〔例〕 <Enter> キーを押します。

[　　] 画面に表示されるメニューや項目を表します。

〔例〕 [ オン ]、または [オフ ]を選択します。

[ ジョブ名 ]、[ 所有者 ]、[ 理由 ]の順に表示されます。

「　　」 同一マニュアル内の参照箇所を表します。

また、メッセージも表します。

〔例〕「1.1　注意制限事項」を参照してください。

「漢字フォントが指定されていません。」と表示されます。

『　　』 他のマニュアルの参照先マニュアル名を表します。

〔例〕『VI Suite インストールガイド』を参照してください。

操作に関する注意事項を表します。

必要に応じて読んでいただきたい情報を表します。

参照先を表します。



1 VI Interpreterのインストール

FreeFlow Print Server 7.0、または 8.0 へのインストールについて説明します。

VI Interpreter の動作環境、および前提条件

VI Interpreter をインストールできるプリンターとサーバーのシステムバージョンに、次表の

内容が追加されました。また、VI Interpreter をインストールするための前提条件にもなりま

す。

VI Interpreter のインストールの流れ

VI Interpreter をインストールする流れは、次のとおりです。

操作の流れ

1 VI Interpreter で対応するプリンターのシステムソフトウエアのバージョンが、お使い

のプリンターのバージョンと同じかどうかを確認します。

同じ場合は、手順 2 に進んでください。異なる場合は、VI Interpreter で対応している

バージョンに、FFPS をアップグレードしてから、手順 2 に進みます。

2 VI Interpreter をインストールします。

3 追加ファイルをインストールします。

プリンター サーバー
ドライブの

空き容量

4127 Enterprise Printing System FreeFlow Print Server 7.0 SP3 200MB 以上

Color 1000 Press FreeFlow Print Server 8.0 SP-1 200MB 以上

Color 800 Press FreeFlow Print Server 8.0 SP-1 200MB 以上

本書では、FreeFlow Print Server 搭載プリンターのシステムソフトウエアのことを「FFPS プリン

ター」、および「FFPS」と称します。

VI Interpreter で対応するプリンターのシステムバージョン以外で、VI Interpreter を

インストールした場合、動作の保証はできません。

バージョンの確認手順は、『VI Suite インストールガイド』の、「4.2.1 VI Interpreter の

インストール手順」の「VI Interpreter のインストール手順」の手順 2（P.66）を参照し

てください。

インストールの手順は、『VI Suite インストールガイド』の、「4.2.1 VI Interpreter のイ

ンストール手順」の「VI Interpreter のインストール手順」の手順 1 ～ 13（P.66 ～ 68）

を参照してください。

インストールの手順は、『VI Suite インストールガイド』の、「4.2.1 VI Interpreter のイ

ンストール手順」の「VI Interpreter のインストール手順」の手順 14 ～ 18（P.69）を

参照してください。
51  VI Interpreter のインストール



4 VI Interpreter が正常にインストールされたかどうかを確認するために、テスト文書を

プリントします。

5 VI Interpreter をインストールしたあとに、ライセンスの取得および設置をします。

インストール後の操作

次の操作については、次表の参照先に従って操作してください。

テスト印刷の手順は、『VI Suite インストールガイド』の「4.2.2 テスト印刷」（P.70、71）

を参照してください。

ライセンスの取得および設置の手順は、『VI Suite インストールガイド』の「4.3 ライセン

スの取得と設置」（P.72 ～ 75）を参照してください。

インストール後の操作 『VI Suite インストールガイド』の参照先

VI Interpreter データのバックアップ 「4.4 VI Interpreter のデータのバックアップ」（P.76）

VI Interpreter の再インストール 「4.6 VI Interpreter の再インストール」（P.78）
6 1  VI Interpreter のインストール



72  Color 1000 Press、Color 800 Press

2 Color 1000 Press、Color 800 Press

VI Interpreter を利用できる Color 1000 Press、または Color 800 Press のシステムソフトウ

エアに、FreeFlow Print Server 8.0 以外に、次のシステムソフトウエアも追加されました。

• FreeFlow Print Server 8.0 SP-1

VI Interpreter を利用するうえで、Color 1000 Press、および Color 800 Press 固有の制限が

あります。

Color 1000 Press、および Color 800 Press 固有の制限については、『FreeFlow VI Suite 補足

説明書』の「3.4 Color 1000 Press、Color 800 Press」（P.93）、「3.4.15　F：FFPS の FastPath

機能について」（P.106）～「3.4.32　後処理を使用するときの注意」（P.125）を参照してください。

次のオプション商品を購入することで、バーコードフォントや、特殊描画機能のコレレーションテ

キスト、マイクロテキストを使用できます。詳しくは、弊社担当者にお問い合わせください。

• FreeFlow VI Suite 対応フォント A（バーコードフォント）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント B（コレレーションテキスト）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント C（マイクロテキスト）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント D（KAJO-J 明朝）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント E（Adobe-Japan1-6 準拠の日本語フォント（DynaFont））



8 3  4127 Enterprise Printing System

3 4127 Enterprise Printing System

VI Interpreter を利用できる 4127 Enterprise Printing System のシステムソフトウエアに、

FreeFlow Print Server 6.0 以外に、次のシステムソフトウエアも追加されました。

• FreeFlow Print Server 7.0 SP3

VI Interpreter を利用するうえで、4127 Enterprise Printing System 固有の制限があります。

4127 Enterprise Printing System 固有の制限については、『FreeFlow VI Suite 補足説明書』

の「3.9 4127 Enterprise Printing System」（P.181 ～ 196）を参照してください。

次のオプション商品を購入することで、バーコードフォントや、特殊描画機能のコレレーションテ

キスト、マイクロテキストを使用できます。詳しくは、弊社担当者にお問い合わせください。

• FreeFlow VI Suite 対応フォント A（バーコードフォント）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント B（コレレーションテキスト）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント C（マイクロテキスト）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント D（KAJO-J 明朝）

• FreeFlow VI Suite 対応フォント E（Adobe-Japan1-6 準拠の日本語フォント（DynaFont））



富士ゼロックスに対するご意見、ご相談などは、お客様相談センターにご連絡ください。�

　　フリーダイヤル　0120-27-4100

フリーダイヤル受付時間：土、日、祝日を除く9～12時、13～ 17時、東京でお受けします。�

ただし、通話地域制限がある内線電話機、および携帯電話機からはご利用になれません。全国通話ができる

電話機をご使用ください。�

インターネットホームページで商品情報を提供しています。アクセス先は、http://www.fujixerox.co.jpです。�

お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。�
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